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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ポリエステル樹脂１００重量部に対し、繊維状無機充填材１０～１００重量部およ
び板状無機充填材１０～１００重量部を配合することにより、１０００ｓｅｃ-1の剪断速
度かつ流動温度＋４０℃の温度における見かけの溶融粘度が１０～１００Ｐａ・ｓｅｃで
ある液晶ポリエステル樹脂組成物を製造する方法であって、液晶ポリエステル樹脂が下記
式（Ａ1）で表される繰り返し構造単位を少なくとも３０モル％含み、液晶ポリエステル
樹脂の流動温度が２７０℃～４００℃であり、繊維状無機充填材の平均繊維径が０．１～
１０μｍかつ数平均繊維長が１～１００μｍであり、板状無機充填材の平均粒径が５～２
０μｍであり、繊維状無機充填材の配合量（Ｆ）と板状無機充填材の配合量（Ｐ）との比
（Ｆ／Ｐ）が、０＜Ｆ／Ｐ＜０．５または１．６＜Ｆ／Ｐ＜１０であることを特徴とする
液晶ポリエステル樹脂組成物の製造方法。

【化１】

【請求項２】
　液晶ポリエステル樹脂が、液晶ポリエステル樹脂（Ａ）１００重量部および液晶ポリエ
ステル樹脂（Ｂ）１０～１５０重量部からなり、液晶ポリエステル樹脂（Ａ）の流動温度
が３１０℃～４００℃であり、液晶ポリエステル樹脂（Ｂ）の流動温度が２７０℃～３７
０℃であり、かつ液晶ポリエステル樹脂（Ａ）の流動温度は液晶ポリエステル樹脂（Ｂ）
の流動温度より高く、その差が１０～６０℃であることを特徴とする請求項１記載の液晶
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ポリエステル樹脂組成物の製造方法。
【請求項３】
　液晶ポリエステル樹脂（Ａ）および（Ｂ）が、それぞれ下記の構造単位（Ｉ）、（ＩＩ
）、（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなり、それぞれ（ＩＩ）／（Ｉ）のモル比率が０．２
以上１．０以下、（ＩＩＩ）＋（ＩＶ）／（ＩＩ）のモル比率が０．９以上１．１以下、
（ＩＶ）／（ＩＩＩ）のモル比率が０より大きく１以下であって、液晶ポリエステル樹脂
（Ａ）の（ＩＶ）／（ＩＩＩ）のモル比率（α）と、液晶ポリエステル樹脂（Ｂ）の（Ｉ
Ｖ）／（ＩＩＩ）のモル比率（β）との比である、モル比率（α）／モル比率（β）が０
．１以上０．５以下であることを特徴とする請求項２記載の樹脂組成物の製造方法。
【化２】

【請求項４】
　繊維状無機充填材が、ガラス繊維、ウォラストナイト、ホウ酸アルミニウムウィスカ、
チタン酸カリウムウィスカから選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする請求項１
～３のいずれかに記載の液晶ポリエステル樹脂組成物の製造方法。
【請求項５】
　板状無機充填材が、マイカ、タルクから選ばれる少なくとも１種であることを特徴とす
る請求項１～４のいずれかに記載の液晶ポリエステル樹脂組成物の製造方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の製造方法により液晶ポリエステル樹脂組成物を得、こ
の液晶ポリエステル樹脂組成物を成形することを特徴とする最小肉厚が０．２ｍｍ以下で
ある成形体の製造方法。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれかに記載の製造方法により液晶ポリエステル樹脂組成物を得、こ
の液晶ポリエステル樹脂組成物を成形することを特徴とする最小肉厚が０．２ｍｍ以下で
あるコネクターの製造方法。
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